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1大 学 ・短期大 学の基礎 情報
(1)大学 ・短期 大学の特色(概 要)
神奈川大学は、 「質実剛健 ・積極進取」を建学の精神 として1928年に創立された
横浜学院専門学校 を前身 としている。現在、横浜 ・湘南ひ らつかの両キャンパスに
9学部 ・7大学院研究科を設置 している。1991年には、この建学の精神を教学の基
本理念 として現代化 し、「新 しい国際化 と情報化の時代において、語 るべきテーマ
をもち、語 りうる自己表現能力をそなえ、専門的学芸によって自分 自身の現在 と未
来を築きつっ、広 く人類 と国際社会の発展に貢献す ることのできる創造的な人間を
育成する」 と定めた。 さらに1999年には、グローバル化 ・IT化がより一層進行する
であろ う21世紀に総合大学 として更なる発展 を遂げるために、本学の教育 目標を
【1.教育と研究の融合】 【2.基礎的学力の充実 と専門的学力 ・技能の養成】
【3.積極的、創造的思考力の酒養 とコミュニケーシ ョンカの養成】 【4.自立 し
た良識ある市民 としての自覚と実践力の確立】 と具体化 した。
1989年に湘南ひ らっかキャンパスに設置 した経営学部は、わが国の国際化に対応
す る国際経営 の専門的知識の修得、国際的視野 と教養を有す る人材の育成を目的と
し、「実務教育 ・事例研究による実践的学習」,「時代のニーズに応 える外国語 と情
報教育」,「各種ゼ ミとア ドバイザー制度」の充実を図ってきた。 このような経営













数 専攻数 収容定員数 在籍学生数 専任教員数
学 部
法学部 2 1,850 2,458 30
経済学部 2 3,250 4,307 46
経営学部 1 1,860 2,204 50
外国語学部 3 1,100 1,44'7 96
理学部 3 1,350 1,635 44
工学部 5 2,88Q 3,787 87
第二法学部 1 400 539 5
第二経済学部 2 1,120 955 ()
第ニエ学部 2 640 ..・ ・ 11
大学院
法学研究科(博 士前期課程) 1 40 37 30
(博士後期課程) 1 9 11 Z6
経済学研究科(博士前期課程) 1 20 54 33
(博士後期課程) 1 i2 6 33
経営学研究科(博士前期課程) 1 20 17 24
(博士後期課程) 1 9 S 17
外国語学研究科(博士前期課程) 2 30 io 21
(博士後期課程) 2 15 io 20
理学研究科(博 士前期課程) 3 U 7s 40
(博士後期課程) 」 27 8 29
工学研究科(博 士前期課程) 5 390 203 68
(博士後期課程) 5 so io 51
歴史民俗資料学研究科
(博士前期課程) i 40 43 13
(博士後期課程) i 9 25 12




2取 組 につ いて






るLi自己表現力やテーマ発見力、 自主行動力"と 密接に連動 している。
上記教育理念にもとづき、設立当初から国際化社会で活躍できる人材育成 をする
ためのプログラム作 りを試みた。 しかし同時に"モ ラ トリアム人間"と か"追 随人
間""マ ニュアル人間""指 示待ち人間""無 気力人間""偏 差値 による輪切 り人
間"の ような呼称が入学前後の学生につけられているとい う冷徹な現実 と、直面 し
た。
1991年には特別プ ロジェク トが編成 され、カ リキュラム改革を中心とした教育体
系の見直 しに着手すると同時に初年次を中心に した教育に教授会構成員全員がかか
わる、とい う命題を設定 した。初年次に注 目した理由は、社会人 として何 らかの役
割を果たすためには、基礎学力の充実が最も重要であるとい う認識 をもったか らで
ある。具体的には、教育の方法論 として実践お よび双方向教育の2つ においた。
このカ リキュラム改革は、1993年度に執行 された。その主な改革内容は表1の
「① 第 一次カ リキュラム改革」に示 されている。その後現実の変化に対応すべ く

















4マ ネ シ メ ン ト、 環 境 、
5
h海 外 研 修 フ ロ ク ラ ム の 実 施
7.干 斗日間 の 有 機 的 連 藷占び)'実施
8ソ ラ ハ スf1成 の 徹 底
殉貨教 養牢斗[と 専門 教育 禾斗[との 体イヒ
人 学年 次の 学牛 に対 す る実践 ・ツー ウyイ 科{7の配備
基礎 廣習 を含む 演習 の必 修化
コ ミュニ ケー シ ョンの3コ ー ス設 置
タイナ ミ ックで 開放 的 な科[履 修 カ イ ドの徹 底
② 第 二 次 カ リ キ ュ ラ ム 改 革(200、 ～ 現 在 ま で)
コー ス制 の 充 実一 会of、 ス ホ 一ーツ&マ ネ ジ メ ン トの 遣 川 、 名 称 の 変 史
(環境 →環 」覧経 営 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン →ー国 隙 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン)
2.・必"釜演 習 禾斗1]の;/11
3.イ ン タ__f;シッフ プ ロ グ ラ ム の 単 位 化
4溝 義 科11、 単 位 認 疋 科 目を 含 め す べ て4ト ・秋 期 ご と に 単位 認 瑠
51司 矛十1]複数 杜⊥'1升者U)窓 「1糸允 イヒ
221
国 際 経 営 フォ0ラ ムNo.15
図1で は教育方法論の基礎においた実践および双方向教育を核 とした基礎学力が
有機的 ・多角的な応用力養成 とどのように論理的に連携 しているかが学年進行にし
たがって示 されている。同図の最 も重要な特徴は、教員および受講生が共に学習す




2)基礎学力の実践 ・双方向学習を重視 した科 目 ・講座
図1中 のすべての科 目は実習や実践、演習を含み、なおかつ教員との双方向によっ
て成 り立っている。 この実践および双方向とい う2つの取組特性は、より複雑で多
様、異質な環境への対応力をつけるのに極めて有効であるとい う仮説をたてること
ができる。
表2で は7つ の"学 ぶ力"と 密接かっ有機的に連携 し、かっ実践 ・双方向学習を
基盤に している科 目 ・講座群の基本特徴が示されている。
(2)取 組の特色性 につ いて
環境変化への潜在的対応能力を醸成するプロセスの取組内容を、初年次中心に設
定 されている自己発見 ・表現力中心の学習内容を中心にみてきた。 この基礎体力養
成が高年次で どのように開花 して くるかが、最大の関心である。上位年次で開講 さ
れている科 目も含め①演習、②海外派遣 ・留学プログラム、③インターンシップの
制度化 とい う基盤 となる科 目に限定 して自己発見力醸成の取組実態をみておく。な
ぜな らばこれ ら3っ のプログラムは実践および双方向教育が もっ とも顕著に現れて
いる科 目群か ら構成 されているか らである。取組の際立った特色を3つ の科 目に共
通にみられる因子の抽出によって明らかにす る。
1)教員、社会人などとの良好なコミュニケーション
①演習の必修化ll年次 ・3年次 ・4年次にそれぞれ 「基礎演習1・H」 「演習1・
II」「演習皿 ・IV」がすべて必修で設置 されている。 自己表現力を中心 とした7つ
の"学 ぶ力"は 、4年 次の 「演習IV」の卒業論文 として結実する。1年次に設置 さ
れている 「基礎演習1・II」は、基礎教育および専門教育分野の教員も担当する。
この取組が学生の考える力や 自己発見能力を自分 自ら進んで作 り出す基礎になって
いる。
②海外派遣 ・留学プログラムの充実=非 日常の言語を使った仲間との語 り、教室
での発言、 さらにはホームステイ先でのホス トファミリィとの会話などが、自己発
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科 目・講 科 目・講座 名称(開講 期)
座 分類
表2基 礎学力の実践 ・双方向学習に力を入れた科目 ・講座群
主な特徴
1,基礎 演 習 工(春 期)
2基 礎 演 習II(秋期)
檬 3コ ンピュー タ基礎 演習(春期)
習
4コ ンピュー タ応 用演習(秋期)









3キ ャ リア 形 成 論(秋 期)
4リ ー ダー シ ップ 論(秋 期)
賛 ・「春の学校・講座
建嵩 ・ ・図書鵬 報検輔 座聴
3.FOC別
専 任教員の 大半 が担 当♂'学ぶこと"の基 礎をツー ウェイで
学修 。
専 任教員の 大半 が担 当。学修進 路に見合う領域 の教 員を
コー ス所 属の教 員リストか ら選択 。
ワープロ、電子 メー ル、情報 検索 、ホーム ページ 作成、"情
報 倫理"の自己学 習。
データ解 析、グラフ解析な どのため の表計 算ソフトの修 得。
7外国語のうち1外国語 を、1年前期 ・後期 ともに週4回 の講
義を受講 。英語 は習 熟度 別クラス分け。
レポー ト、発 表用 レジュメ、卒業論 文作成 に必 要な文章作 成
力の養成 。徹 底した文章訓練 を実施 。
読 書を集 中し、内 容理解 の"勘"を とぎすます カの養成 。メ
モやノー トの取り方 も習 得0
自分 自身の 発見 と将 来への 道しるべ探 索。能 力開発 、職 業
選 択の基準 などを修 得。
政治や経済 の世界 でのリーダー シップを事例 としてとりあ
げ、ヒトを指導 する意 味を自己学習 。
希 望者を対象にコンピュー タ操作 の基本 を修得 。
図書利用 や情報検 索の 方法を修 得。
キ ャンパス内で「基 礎演 習」単位で実施O軽 食をとりなが ら
自己紹介 、軽 スポーツで相互理 解を深耕 。









インターンシップでは、研修中に指導 して くれ る企業の方々との間にも大学内やア





































③インターンシッププログラム:異 質で多様な実践体験 とい う意味では、前二者
と同様である。5週 間に及ぶ ビジネスマナ,_....を中心 とした事前の座学研修がこのプ
ログラムに参加する前提条件 となる。講師 としては複数の専任教員の他に事務職員
の支援を一部仰いでいる。演習での問題意識や卒業論文でのテーマと連動させ、具
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動する形でアンケー トを実施 し、報告書が作成 された。学生による授業評価の集計





た"状 況における教員 自身の学習を組織的に共有す る。また副次効果 として、教育
上や学生対応の"悩 み"を 開示することによって、経験を共有する機会が得 られる。
③ 「インターンシッププログラム」協力企業 ・団体による外部評価機会=研 修中
の学生意識や行動の問題点、研修後の学生の変化などについて、受入れ企業か ら報
告書を提出 してもらう。教員では気づかない、教育上かなり重要なヒン トが交 じっ
ている。それ らの ヒン トは 『イ ンターンシップ委員会』お よび学部長室を通 じて
『教務委員会』に戻 され教育上の対応可能性にっいて有用な検討材料 となる。
④キャリア開発プログラムの援用による大掛 りな学生評価の仕組1全 学学生を対
象 とした標記プログラムを 『就職部』と外部の業者 とがタイアップ して2003年度に
実施 した。1年次では自己発見、2年次では自己プログレス、3年次ではキャリアフォー
カスとい う発展段階で自己の質的な進化や発展の程度が学年進行にしたがってわか
るように設計 されている。同答結果は本人にフィー ドバ ックされるので、進路支援
の効果がある。






代表 として 『基礎演習』をとりあげ、学生が どのような評価をしているかを、前述
した 『学生による授業評価』からの抜粋でみてみよう。回答者は上位年次すなわち






探す ・聞 く ・表現す る ・
考 える力 を中心 に、学生
が この科 目の もつ 固有の
機 能を認識 しているこ と
がわかる。 しか も上位年
表3_「基肇演1習⊥の上位年次学生に夷る学賀聖組勃果






























次 で そ の傾 向 が顕 著 に現れ てい ることが特徴 である。"基 礎学力"を いかに効率 よ
く、集 中的 につ け るかが"応 用"カ の発揮 と深 いかかわ りをもつ ことが明 らかで あ
る。 しか も学生 自身がその ことを認識 してい る点 に注 目したい。
② キャ リア開発 プログラム報告書 にみ る取組 の効果=就 職部で調査 したデータを
もとに、以下で取組 の効果 を検証 してみたい。
圏入学後 の成長感 ・達成感 向上にみる取組効果
入学時の偏差値学力 を中心に した能力 では、最 も低い位置 にあるのが経営学部で
ある。 また受験決 定時期 も他学部 に比べる と必ず しも早 くない。 さらに入学の理 由
もあいまいで、将来の進路について明確 なイ メージをもっていない。
この よ うな 目的意識 の低 い学生 に"学 ぶ こ との面 白ざ'を どのよ うに身 につ けさ
せ るかが最大 の課題 で あることは、先 に述べ た とお りである。1年次 で用意 した数
多 くの実践お よび双方 向の科 目群 が2年次で意識 の変化 につながって きてい るか ど
うかをみてみ よ う。
様式3一図1か ら明 らかな よ うに、学習意欲実現 の度合いは全学で最 も高い数値
にあ る。 特に基礎能力 の向上では著 しい成果 が現れ ている。次 に様式3一図2で 基
礎能力 向上の具体的 な内容 をみ る と、 「文章作成 能力」や 「自己責任 能力」 で満足
度が最 も高い。書 くカや考 える力 が備 わ り始 めてい る。
■社会 的強みの形成 にみ る取組効果
さらに上位年 の3年 次 では、"自 分 を生かせ る仕事 の分野"に 対す る明確 な適性
職種 の芽 生 えが様式3一図3で み られ る。将来展望不 明の状態で入学 して きた学生
が、3年次 では 自意識 に芽生 え 自己発 見の機会 を 自ら創造 してい る姿が数字 を とお
して読み取れ る。
また社 会的適合度 を表 わす変数 を学 内他 学部 比でみて も、様 式3一図4に あるよ
うに意欲 、ス トレス耐性 、協調性 で トップ、適応力、 自己統制力、指導性 、 自主性
では第 二位 とい う結果がでてい る。低学年次の動機 づけや 自己理解 を育むT会 の提
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援体制を制度のなかにいqン農旦舞叢藷i霧書
か に 組 み 込 む か が 取 組 を'「春の学校J座
　　　タ 　　 　 　　お　
成功に導く重要な鍵 となっ ・F。c
・各種 演習
ている。本事例では、部 ・海外 派遣 ・留学 プログラム
分的で試行錯誤的な暗黙
・イ ン ター ン シ ップ プ ロ グ ラ ム
の効果が時間の経過 とと
コキャリア　　プログラム
も に 具 体 的 で 全 体 的 、 形.経 営学の基礎にかかわる用語集
供は、その後の発展を促す基礎栄養 として作用 していることが分る。 さらにこの社
会適合度は、様式3一図5で 就職 に対す る準備 ・行動の先進性 となっていることも
明 らかである。




自己表現力、コミュニケーションカ、 自己実現力 として結実する(図1参 照)。な
お この"4つ のカ"は 、大学の 『就職部』が学生一人ひ とりの個性を伸ばすプログ
ラムとして掲げている4つ の力のことであ り、わが学部のプログラムと本質部分で
連動 していることが様式3一 表2で 明らかとなる。
環境対応力の醸成は、初年次教育と高年次教育 とを有機的に連動させることによっ





初 めて成 り立っていることが明 らかとなる。複雑、多様でしかも異質な要素 との取
組は、従来型の専門家のみでは十分な対応ができないことは自明の理である。
心のこもった多様な支 表4各種教育プ。グラムのキャンパス・学部支援体制
キャンパス ・学部 支援 体制
式的 な効果 に変質す るプ'懸 賞論文
スチュー デントrアシスタン ト20名前 後
事 務部 教務 課職 員
事 務部 図書 室職 員、基礎 演習 担 当教員
事 務部 学生 課職 員
演 習担 当教 員、教務 委 員会
事 務部 教務 課国 際交流 担 当職員 、全学
国 際交 流センター 、学部 内国際 委 員会
事 務部教 務課 審議 役職 員 、学 部内 イン
ター ンシップ委 員会 、学 部長 室
事務 部 就職課 職 員、学部 内就職 委 員会
国際 経 営研究 所 、研 究所 常任 委員
国 際経 営学会 、学会 運営 委員会
ロセスがある程度検証 された よ うに思 う。
(4)将来展望 について
第一一次、第二次のカ リキュラム改革を とお して、当初予定 した教育効果 を具体的
に 目に見える形で測定す ることがで きた。 しか し同時に幾つか課題 を残す こととなっ
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た。 また初年次のみな らず教育システム全体 を有機 的に結合 し、付加価値 を高水準
に維持す るための有力 なツール として、情報技術 に よる支援 を 目指 している。
これ まで コン ピュー タ リテ ラシー を身につ けた学生 に対 し、 自己学習可能 な環境
整備 と して 「情報倫理 」のWBT(WebBasedTraining)を提供 して きた。 またテス ト
教材 の開発 による教育 の標 準化 を進 め、所定 の成果 を得た。 次年度 は 「基礎演習」
や 「文 章表現法」 での"レ ポー トの書 き方"の 標 準化 をWBT支援 に よってテス ト的
に導入す る予定で ある。
さらにCMS(C。urseManagementSystem)の利用 に よ り、WBTで学習 した成果 を履修
学生 ご との理解度や習熟度 について把握す るこ とを検討 してい る。 この教育サー ビ
スの提供 によ り、学生一人ひ と りの個性 を活か しなが ら自己表現力や創造力 を高め、
問題発見 ・解決力醸成 を とお した、 さらな る環境 変化対応力の育成 が可能 となる。
現在、第二次カ リキュラム改革 の完成年度 を待 たず に、問題点 を構 造的に把握 す
る作業 に取 りかか りつつ ある。 また教員や職員 を含 めた作業や思考 を支援 ・促進す
るコン ピュー タによる学習基盤整備 が急務で あることを認識 している。教育効果の
高いモデル授業の公 開や新 たなる双方向の授業形態 、総合的学習 を踏 ま えたフィ.___
ル ドスタデ ィの開発 も行 う予定である。
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科目名 開講年次 朝 鵬す 読 む
耳 く 巷 す 伝 え る く 考 え る 情報収集 自己発見 乖・-r-J1/自己実現
子 ぶ ⇒ 己 の,、 環 見' ・ 心G
基礎演習11・ 春@○@◎ ○ ◎@○@
基礎演習II1・ 秋 ◎OOaO⑨ ◎@
文章表 現法1・ 春
速読 法入門1・ 春
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表1分 野別 ・主題別 入賞本数状況推移(1999～2003年)










経営組織 2★ 蓄 3* 6
事業管理 3 2歯 2* 1 8












広報管理 2* レ 3
ベンチヤ企業 1 .4 2
その他経営管理 2 2




循環型祇会 1 ,1、 、中1'》 3
NPO,NGO
'
2一 1 2責 5
農業・環境資源 {} 1 1 1歯 3
生活 輪ζ 1 3 2 董 8
就職 喝 2★ 2
犯罪 潔 1 1
外国人労働者 解'1 1 3 5
差男暫 ," 2 1★ 3
大学 1 1 4
地域 1 肇★ 2
その他社会問題
中 訟
4歯 緕 1 6












小計 0 3 1 1 2★ 7
合計 13-2 16-4 1$-4 22-5 18-7 87-22
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表3イ ンター ンシ ップ ・プ ログ ラム の 分 野 別 ・テー マ 別 実 施 状 況 概 要(2001～2003年)
(単位=人)
1




自治体関連業務 6 fi 7 19
介護関連業務 1 2 3 6
マスコミュニ ケー ション





-一 畠■■■一 一 ■■一■圏巳 一 ■■職 一 一-■ ■■ ■■■■■■■ 國口冒
5
2
経営戦略 2 1 3
マー ケティング 1 1 2
組織論 1 1 2
会計学 1 1 2
販売 ・営業 4 2 3 9
リー ダーシップ 1 1
広報 9 2 1 12
情報管理 1 4 2 7
生産管理 2 1 3
サ ービサビリティ z 4 9 15
コミュニ ケー シ ョン 2 2 3 7
ベンチャー 組織 1 1
ビジネスプラン 1 3 4
自己発見 1 2 3
合計 37 28 38 143
デ ー タ提 供=イ ン ター ンシ ップ委員 会
表 作成:経 営 学 部長 室20Q4.3.16
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